


































































全員が SNS を継続して利用しており、その理由として SNS を退会することによる既存の






































































調査対象者 東京都内の文系の大学生 71 名（男性 31 名、女性 40 名；平均年齢 19.7 歳、SD
1.3 歳）を対象者とした。






調査内容 対象者には、性別と学年、年齢の記入を求めたのち、以下の質問 1 から質問 3
について回答を求めた。












友人との親密度と疲労感の有無 質問 1 で思い浮かべた友人との親密度の平均は 6.8
（SD：1.7）であった。
また、質問 2 で思い浮かべた友人との関わりにおいて生じる疲労感の程度については、
1.「全くない」が 34 人（男性 18 人、女性 16 人）、2.「たまにある」が 18 人（男性 5 人、女
性 13 人）、3.「ときどきある」が 16 人（男性 6 人、女性 10 人）、4.「よくある」が 3 人（男
性 2 人、女性 1 人）であった（Table 1）。
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質問3                                           男性                                    女性                                    合計
1．全くない                                  18   (58.1%)                          16   (40.0%)                          34   (47.9%)
2．たまにある                                 5   (16.1%)                          13   (32.5%)                          18   (25.4%)
3．ときどきある                              6   (19.4%)                          10   (25.0%)                          16   (22.5%)
4．よくある                                    2     (6.5%)                            1     (2.5%)                            3     (4.2%)
合計                              31 (100.0%)                          40  (100.0%)                          71 (100.0%)
Table1 友人関係において生じる疲労感の程度についての度数分布表
                                            男性                  女性                  合計              記述例
A．友人の振る舞い                    3    (15.0%)        11    (28.2%)        14     23.7%)    八つ当たりされた時
B．友人の発言                         10    (50.0%)         4    (20.5%)        14    (23.7%)    愚痴をずっと聞かされた時
C．友人への気遣い                    2    (10.0%)         8    (20.5%)        10    (16.9%)    相手の機嫌をとろうとする時
D．話題への共感のできなさ        0     (0.0%)        10    (25.6%)        10    (16.9%)    その子の彼氏(喧嘩)の話を聞かされた時
E．友人との距離感                    2    (10.0%)         5    (12.8%)         7    (11.9%)    相手との微妙な距離がある
F．SNS上でのやりとり              1     (5.0%)         1     (2.6%)         2     (3.4%)    LINEで返事をするのが疲れる
G．その他                                 2    (10.0%)         0     (0.0%)         2     (3.4%)    共通の趣味で楽しんだ時
合計                        20  (100.0%)        39  (100.0%)        59  (100.0%)    
Table2 友人関係において生じる疲労感の項目の分類
各セルの値は記述( )内の各列における割合を表す。
友人関係において生じる疲労感 質問 3 で収集された友人関係において生じる疲労感に関
する記述は 59 個であった。得られた記述内容の類似性をもとに、心理学を専攻する大学










ために生じる疲労感に関する内容であり、記述数は 7 個であった。F「SNS 上でのやりと








調査対象者 東京都内の大学生 180 名（男性 73 名、女性 107 名；平均年齢 20.5 歳、SD 1.2 歳）
を対象者とした。





調査内容 対象者には、まず性別と学年、年齢の記入を求め、その後、質問 1 から質問 7
までの回答を求めた。
質問 1：友人に対する気遣い尺度 満野・今城（2013a）の友人に対する気遣い尺度の「援助















質問 4：友人との交友期間 質問 3 で思い浮かべた同性の友人との交友期間について回答を
求めた。
質問 5：友人との親密度 友人との親密度を明らかにするために、「以下の 10 段階のうち、
あなたはその友人とどのくらい仲が良いと思いますか？」と教示をし、1.「全く仲良くな
い」から 10.「非常に仲が良い」と書かれた数字に○をつけるよう求めた。











友人との交友関係・交友期間と親密度 質問 3 で思い浮かべた友人との交友関係について、
「知り合い」と回答した者が 9 名、「友人」と回答した者が 119 名、「親友」と回答した者が
51 名、無回答が 1 名であった。
また、友人との交友期間の平均は 25.1 ヶ月（SD：10.4 ヶ月）であり、友人との親密度の平
均は 7.5（SD：1.6）であった。
友人に対する気遣い尺度の因子分析と得点化 満野・今城（2013a）の友人に対する気遣い尺
度 23 項目について、最尤法による因子分析を行ったところ、固有値 1.0 以上で 2 因子が抽
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出された。そこで、因子数を 2 に指定し、最尤法・promax 回転による因子分析を行ったと
ころ、満野・今城（2013a）同様、2 因子解が最適であると判断された（Table 3）。2 因子で説
明できる分散の総和の割合は 49.0%であった。
第 1 因子には、「友人が悩んでいるようだったので、相談に乗る」（因子負荷量 .91）、「友人
が悩んでいるようだったので、話を聞く」（ .88）などの項目が高い負荷量を示したため、満
野・今城（2013a）同様、「援助的気遣い」と命名した。
第 2 因子には、「友人と意見が合わない時、何も言わないで我慢する」（ .78）、「友人に言い
たいことがある時、友人が気分を害するようなことは言わないでおく」（ .76）などの項目が
高い負荷量を示したため、満野・今城（2013a）同様、「抑制的気遣い」と命名した。
各因子に .40 以上の負荷量を示した項目について、α係数を算出したところ、第 1 因子
「援助的気遣い」は .92、第 2 因子「抑制的気遣い」は .88 と、いずれの因子も十分な内的
一貫性が確認された。そこで、各因子に .40 以上の負荷量を示した項目の平均を算出し、
各得点とした。
友人関係満足度尺度の主成分分析と得点化 髙坂（2010）の友人関係満足度尺度 8 項目に
ついて、主成分分析を行ったところ、8 項目すべてが第 1 主成分に .40 以上の負荷量を示
した。寄与率は 54.2％であった。
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項目内容                                                                                                             1          2              平均値(SD)
第1因子「援助的気遣い」
  1  友人が悩んでいるようだったので、相談に乗る                                                     .91       -.20            5.27(1.39)
21  友人が悩んでいるようだったので、話を聞く                                                        .88       -.08            5.09(1.29)
11  友人が具合悪そうな時、介抱してあげる                                                              .83       -.09            5.06(1.43)
  3  友人が困っているようだったので、助言をする                                                     .82       -.09            4.91(1.31)
  5  友人が困っているようだったので、手を貸す                                                        .82        .08            5.12(1.16)
  7  友人が何かいつもと様子が違ったので、声をかける                                               .79       -.10            4.66(1.47)
  9  友人が落ち込んでいるようだったので、励ます                                                     .77        .11            5.08(1.28)
15  友人が授業を休んだので、レポートなど出ている課題を教える                                .58        .04            5.15(1.39)
17  友人が落ち込んでいる時は、黙ってそばにいる                                                     .47        .05            4.23(1.35)
13  友人がよく喋る時は、よくうなづいてあげる                                                        .47        .23            4.90(1.27)
19  友人が嫌な思いをしている時、さりげなく友人にとって楽しそうな話題に変える        .39        .27            4.54(1.26)
第2因子「抑制的気遣い」
  6  友人と意見が合わない時、何も言わないで我慢する                                              -.23        .78            3.54(1.42)
  4  友人に言いたいことがある時、友人が気分を害するようなことは言わないでおく        .06        .76            4.53(1.44)
  8  友人と意見が合わなくても、同調してあげる                                                       -.09        .75            3.85(1.38)
  2  友人と話している時、友人を否定したくなっても言わないでおく                            -.18        .73            3.90(1.50)
14  友人と会話する時、友人にとって不快になるようなことは言わないでおく                 .10        .71            4.44(1.34)
10  友人が同意を求めているようだったら、本心でなくても同意してあげる                    .00        .63            4.20(1.45)
20  友人が言われたくなさそうな事は言わないでおく                                                  .32        .58            4.76(1.34)
23  友人から約束を破られても、文句は言わないでおく                                              -.05        .54            3.37(1.51)
18  友人の好きなものに興味がなくても、興味がなさそうな態度はとらないでおく           .11        .53            4.02(1.38)
12  友人から思いやりのない言葉をかけられた時、言い返そうと思っても我慢する           .02        .52            3.59(1.46)
22  友人がつまらない話をしていても、つまらないと言わないで聞いてあげる                 .37        .45            4.86(1.34)
16  友人からあなたの好きなものを否定されたが、そのことを深く掘り下げないことにする   .04        .38            3.94(1.38)
各因子に.40以上の負荷量を示した項目のα係数                                                          .92        .88
因子間相関              -        .40
                                                                                                                                        -
Table3 友人に対する気遣い項目の因子パターン(最尤法・promax回転後)及び各項目の平均(SD)
第 1 成分に .40 以上の負荷量を示した項目について、逆転項目には逆転処理を行い、α
係数を算出したところ、第 1 成分「友人関係満足度」は .88 であり、十分な内的一貫性が
確認された。
そこで、各因子に .40 以上の負荷量を示した項目の平均を算出し、得点とした。
友人関係疲労感に関する項目の因子分析と得点化 友人関係疲労感に関する 30 項目につい
て、項目内容が生じる頻度（0～3）と疲労度（0～3）を尋ね、その積を疲労感として、最尤
法による因子分析を行ったところ、固有値 1.0 以上で 5 因子が抽出された。そこで、因子
数を 5 から減らしながら、最尤法・promax 回転による因子分析を行ったところ、3 因子解




項目内容                                                                                                1         2           3               平均値(SD)
第1因子「友人との不明瞭な距離感」
17  ××さんとの会話で沈黙が長くなってしまう時                                       1.13       -.29       -.13            0.59(1.60)
11  ××さんとの会話が続かない時                                                            1.04       -.18       -.03            0.77(1.81)
16  ××さんとの会話で本音が言えない時                                                     .81       -.10        .15            1.28(2.00)
23  ××さんとどのように付き合えばいいかわからない時                                .62       -.18        .34            0.80(1.78)
  5  ××さんとの間に微妙な距離を感じた時                                                  .59        .05        .12            1.44(2.20)
25  ××さんに見下されていると感じた時                                                     .49        .34       -.24            0.47(1.48)
14  ××さんにあなたの興味のない話をされた時                                            .48        .26        .07            0.97(1.92)
19  自分の話に××さんがつまらなさそうな顔をした時                                   .41        .04        .27            0.82(1.56)
  3  ××さんの機嫌をとろうとする時                                                           .40        .37        .09            1.14(1.91)
第2因子「友人の不愉快な振る舞い」
  2  ××さんに不愉快なことを言われた時                                                     .20        .86       -.34            1.08(1.82)
  1  ××さんに八つ当たりをされた時                                                          -.19        .81       -.17            0.62(1.37)
  8  ××さんの愚痴を長く聞かされた時                                                        .06        .63        .08            0.96(1.80)
20  ××さんにあなたのことを否定された時                                                  .31        .63       -.21            0.67(1.38)
28  ××さんの話に納得がいかない時                                                           .07        .56        .32            0.97(1.73)
10  ××さんの自慢話ばかり聞かされる時                                                    -.22        .48        .06            0.57(1.49)
  9  ××さんのためにあなた自身を抑えてしまう時                                         .23        .47        .16            1.20(2.07)
30  ××さんがSNSで、あなたの好きなもの/人を中傷していた時                    -.29        .45        .22            0.26(1.12)
  7  ××さんに振り回されていると感じた時                                                 -.07        .44        .29            0.83(1.84)
18  ××さんのSNSにあなたの情報を勝手に書き込まれていた時                     -.07        .42        .04            0.31(1.03)
22  あなたにはどうしようもない相談を××さんからされた時                          .03        .40        .30            0.84(1.82)
26  ××さんがネガティブな発言ばかりする時                                              .13        .39        .11            1.14(2.18)
  4  ××さんの話が理解できない時                                                              .31        .37        .04            1.02(1.81)
第3因子「友人への気がかり」
13  ××さんがあなたに気を遣っていると感じた時                                         .06       -.15        .75            1.01(1.60)
24  SNSのやりとりで、××さんからの返信が急に途絶えた時                        -.20       -.05        .73            0.45(1.14)
27  ××さんが嫌な思いをしていないか気になる時                                         .07       -.07        .72            1.20(2.09)
12  SNSに××さんが愚痴や悪口を書いていた時                                            .11       -.04        .65            0.28(1.15)
15  ××さんにどうみられているか気になる時                                               .18        .00        .54            1.18(2.18)
  6  ××さんとSNS上のやりとりが長く続いた時                                            .04        .22        .44            0.60(1.38)
21  ××さんに合わせて行動してしまう時                                                     .09        .30        .41            1.05(1.88)
29  ××さんに対して思っていることが言えない時                                         .27        .26        .40            1.26(2.09)
各因子に.40以上の負荷量を示した項目のα係数                                              .91        .88        .86
因子間相関              -        .68        .69                         
                                                                                                                            -        .62                         













各因子に .40 以上の負荷量を示した項目について、α係数を算出したところ、第 1 因子





結果、「援助的気遣い」得点（t (178) = 2.83, p< .01）、「抑制的気遣い」得点（t (178) = 2.00, p< .05）、
「友人との不明瞭な距離感」得点（t (169) = 2.92, p< .01）、「友人への気がかり」得点（t (178) =
2.73, p< .01）において女性の方が男性よりも有意に得点が高かった。
次に、気遣い 2 得点、友人関係満足度得点、友人関係疲労感 3 得点の関連を検討するた
めに、相関係数を男女別で算出した。
男性（Table 6）では、「援助的気遣い」得点と「抑制的気遣い」得点（r =  .33, p< .01）、「友人
関係満足度」得点（r = .39, p< .01）の間に有意な弱い正の相関、「友人関係満足度」得点と
「友人との不明瞭な距離感」得点（r = - .37, p< .01）、「友人の不愉快な振る舞い」得点（r = - .37,
p< .01）の間に有意な弱い負の相関、「友人への気がかり」得点との間に有意な中程度の負の
相関がみられた（r = - .46, p< .01）。「友人との不明瞭な距離感」得点と「友人の不愉快な振る
舞い」得点（r = .63, p< .01）、「友人への気がかり」得点との間に有意な中程度の正の相関がみ
られた（r = .70, p< .01）。「友人の不愉快な振る舞い」得点と「友人への気がかり」得点の間に
有意な中程度の正の相関がみられた（r = .60, p< .01）。
女性（Table 7）では、「援助的気遣い」得点と「抑制的気遣い」得点との間に中程度の正の
相関（r = .47, p< .01）、「友人関係満足度」得点との間に有意な弱い正の相関がみられた（r =
.32, p< .01）。「抑制的気遣い」得点と「友人の不愉快な振る舞い」の間に有意なかなり弱い正
の相関がみられ（r = .20, p< .05）、「友人への気がかり」得点との間に有意な弱い正の相関がみ
られた（r = .21, p< .05）。「友人関係満足度」得点と「友人との不明瞭な距離感」得点との間に
有意な中程度の負の相関がみられ（r = - .51, p< .01）、「友人の不愉快な振る舞い」得点との間
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に弱い負の相関がみられ（r = - .21, p< .05）、「友人への気がかり」得点との間に有意な弱い負
の相関がみられた（r = - .34, p< .01）。「友人との不明瞭な距離感」得点と「友人の不愉快な振
る舞い」得点（r = .62, p< .01）、「友人への気がかり」得点との間に強い正の相関がみられた
（r = .79, p< .01）。「友人の不愉快な振る舞い」得点と「友人への気がかり」得点との間に強い
正の相関がみられた（r = .72, p< .01）。







た。適合度は、GFI= .970、AGFI= .875、CFI=982、RMSEA= .064 であり、これらの適合度
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                                                  男性                                    女性          
                                                  平均    (SD)                          平均    (SD)                   t 値(df)
援助的気遣い                                 4.73   (0.95)                          5.15   (1.03)                   t (178)=  2.83**
抑制的気遣い                                 3.91   (0.83)                          4.19   (1.00)                   t (178)=  2.00*
友人関係満足度                              4.07   (0.64)                          3.97   (0.77)                   t (177)=  0.95,n.s.
友人との不明瞭な距離感                  0.59   (0.86)                          1.14   (1.63)                   t (169)=  2.92**
友人の不愉快な振る舞い                  0.63   (0.83)                          0.84   (1.19)                   t (178)=  1.27,n.s.
友人への気がかり                           0.58   (0.88)                          1.08   (1.39)                   t (178)=  2.73**
Table5 気遣い2得点、友人関係満足度得点、友人関係疲労感3得点の t 検定結果
*p <. 05, **p <. 01
援助的気遣い                                   －                .33**             .39**             .07              -.01               .00
抑制的気遣い                                                      －                .02               .00              -.11               .03
友人関係満足度                                                                      －               -.37**            -.37**            -.46**
友人との不明瞭な距離感                                                                             －                .63**             .70**
友人の不愉快な振る舞い                                                                                                 －                .60**
友人への気がかり                                                                                                                             －
Table6 男性における気遣い2得点、友人関係満足度得点、友人関係疲労感3得点の相関




援助的気遣い                                   －                .47**             .32**            -.01                .03               .07
抑制的気遣い                                                      －               -.04               .17                .20*              .21*
友人関係満足度                                                                      －               -.51**            -.21*             -.34**
友人との不明瞭な距離感                                                                             －                .62**             .79**
友人の不愉快な振る舞い                                                                                                 －                .72**
友人への気がかり                                                                                                                             －
Table7 女性における気遣い2得点、友人関係満足度得点、友人関係疲労感3得点の相関
援助的気遣い 抑制的気遣い 友人関係満足度 友人との不明瞭な距離感
友人の不愉快な振る舞い
友人への気がかり
*p <. 05, **p <. 01
指標の値から、想定されたモデルがデータの分散共分散行列をある程度説明していると判
断された。
男性は「援助的気遣い」得点から「友人関係満足度」得点に正の影響（β= .49, p< .001）、
「友人との不明瞭な距離感」得点から「友人関係満足度」得点に負の影響（β= - .39, p< .001）
がみられた。
女性では、「援助的気遣い」得点から「友人関係満足度」得点に正の影響（β= .29, p< .001）、
「友人との不明瞭な距離感」得点に負の影響（β= - .20, p< .01）がみられた。また「抑制的気
遣い」得点から「友人との不明瞭な距離感」得点（β= .31, p< .01）、「友人の不愉快な振る舞









まず、研究 1 で得られた 6 つのカテゴリーをもとに、友人関係疲労感項目を作成し、因
子分析を行った結果、3 因子が抽出された。第 1 因子「友人との不明瞭な距離感」は、研
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